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１ 平成２８年９月２８日（水）午前１０時００分 四條畷市役所東別館２０１会議室において、教育

委員会定例会を開催する。 

 

２  出席委員 

教   育  
  長  森田 政己 

教育長職務代理者  山本 博資 

委 員  大村 民子 

委      員  原  知雅 

委      員  田伏 義孝 

 

３ 事務局出席者 

教 育 部 長  坂田 慶一  地 域 教 育 課 長  杉本 一也 

教育部次長兼教育環

境整備室長兼課長 
 西口 文敏  

教育部上席主幹（地域

教育課担当）兼主任 
 村上  始 

教 育 総 務 課 長  阪本 律子  学校給食センター所長  林  雅弘 

学 校 教 育 課 長  芝田 孝人  図 書 館 長  永野 国広 

教育環境整備室上席主幹 

兼学校教育課人権教育・

教 科 指 導 担 当 課 長 

 河上 弘子  公 民 館 長 兼 主 任  勝村 隆彦 

教 育 環 境 整 備 室 

上 席 主 幹 兼 主 任 
 谷口 隆史  

教育総務課長代理兼

主任 
 櫻井 康弘 

子 ど も 政 策 課 長  藤岡 靖幸  教 育 総 務 課  織田 紗樹 

 

４  議事録作成者 

教 育 総 務 課  織田  紗樹 

 

５ 付議案件 

議案 第１２号 

報告 第１０号 

報告 第１１号 

 

四條畷市立幼稚園規則を廃止する規則について 

四條畷市立認定子ども園条例について 

平成２７年度 四條畷市教育委員会 点検・評価 について 
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森田教育長 

 

 

 

 

山本教育長職務代理者 

 

森田教育長 

 

 

 

藤岡子ども政策課長 

 

森田教育長 

 

藤岡子ども政策課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森田教育長 

 

森田教育長 

 

 

 

 

 

森田教育長 

 

 

大村委員 

 

 

 

只今から、９月の教育委員会定例会を開催します。 

 それでは、四條畷市教育委員会会議規則第５条第２項の規定に基づき、会

議録署名者の指名を行います。 

本日の会議録署名者は、山本教育長職務代理者にお願いします。 

 

はい、わかりました。 

 

それでは、議事に入ります。 

議案第１２号 四條畷市立幼稚園規則を廃止する規則についてを議題とし

ます。事務局から本件の内容説明を願います。 

 

はい、委員長よろしいですか。 

 

はい、どうぞ。 

 

議案第１２号 四條畷市立幼稚園規則を廃止する規則について、内容説明を

申し上げます。提案理由といたしましては、平成２８年市議会第３回定例会

９月議会において、四條畷市立認定こども園条例が議決されたことに伴い、

同条例において四條畷市立幼稚園条例を廃止したため、四條畷市立幼稚園規

則の廃止について本案を提出するものでございます。 

条文といたしましては、「四條畷市立幼稚園規則(昭和６２年教育委員会規

則第３号)は、廃止する。」、附則として、「この規則は、平成２９年４月１日

から施行する。」と定めております。簡単ではございますが、内容説明は以上

となります。 

 

ありがとうございます。本件について、質疑等ございましたらどうぞ。 

 

質疑等ございませんので、ここでおはかりいたします。議案第１２号 四

條畷市立幼稚園規則を廃止する規則について、原案のとおり可決することに

異議はございませんか。 

 

（「異議なし」の声） 

 

異議がないようですので、議案第１２号については原案のとおり可決する

ことに決しました。 

 

すみません、関係したことでちょっとお聞きしたいのですが。 

子ども園になると、幼稚園の教諭と保育園の保育士との関係はどのように

なりますか。変化はないのでしょうか。 
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藤岡子ども政策課長 

 

 

 

 

 

 

 

大村委員 

 

 

藤岡子ども政策課長 

 

 

 

 

大村委員 

 

森田教育長 

 

 

 

 

 

森田教育長 

 

 

森田教育長 

 

 

藤岡子ども政策課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育園の先生と幼稚園の先生がいますが、両方とも認定こども園になりま

したら、保育教諭ということで、両方の免許をもった者が、そのこども園に

勤務するということになります。免許の更新が切れている職員も保育士の中

にはいますが、その者については、経過措置がありまして、平成２７年度か

ら新制度が始まりまして、３１年度までの５年間で、免許の更新、また取得

をしなおしまして新たに両方ともの職員が保育教諭として勤務するというこ

とになります。 

 

今現在勤務されている方は既に二種の免許を持っておられるということで

すか。 

 

実際には、両方の免許を持っていない者も数名います。その者については、

この５年間の中で免許を取得していくということになっています。大半の職

員については持っていますので、免許の更新ということで手続きは進んでお

ります。 

 

分かりました。ありがとうございます。 

 

質問ということで、前後いたしましたが、もう一度おはかりいたします。 

議案第１２号 四條畷市立幼稚園規則を廃止する規則について、原案のとお

り可決することに異議はございませんか。 

 

（「異議なし」の声） 

 

異議がないようですので、議案第１２号については原案のとおり可決する

ことに決しました。 

 

次に、報告第１０号 四條畷市立認定こども園条例について、事務局から

本件の内容説明をよろしくお願いいたします。 

 

報告第１０号 四條畷市立認定こども園条例について、ご説明させていた

だきます。平成２９年度から認定こども園を設置するにあたり、四條畷市議

会９月定例会で四條畷市立認定こども園条例が議決されたため、報告するも

のでございます。 

四條畷市立認定こども園条例の条文の内容を載せております。これにつき

ましては、前回の定例会でご説明させていただいた通りの内容になっており

ますので、改めての説明は割愛させていただきます。なお、認定こども園の

規則につきましては、現在作成中でございますので、できましたら今後報告

させていただきたいと思います。以上で説明を終わらせていただきます。 
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森田教育長 

 

 

原委員 

 

 

 

藤岡子ども政策課長 

 

 

 

 

原委員 

 

 

藤岡子ども政策課長 

 

森田教育長 

 

大村委員 

 

森田教育長 

 

大村委員 

 

 

 

藤岡子ども政策課長 

 

 

森田教育長 

 

森田教育長 

 

 

 

阪本教育総務課長 

 

 

 

前回ご説明いただいた内容にはなりますが、気になった点や質疑等ござい

ましたらどうぞ。 

 

第８条の（４）「管理上必要な指示に従わないとき」と（５）「その他入園

を承諾することが適当でないと認められるとき」というのは、保護者に対す

る文だと思うのですが、例えばどのようなことを想定していますか。 

 

現在の保育所の承諾条件と整合性をとるために置いているところではござ

いますが、特に管理上必要な指示に従わないという想定は今のところはない

のですが、例えば、皆さんが通園されている中で、すごく影響を与えてしま

う、悪影響のようなことが生じた場合に、ということだと思っております。 

 

保育所ではもう既にこの文が載っているのですか。これを実施したことは

ありますか。 

 

ありません。 

 

他によろしいでしょうか。 

 

はい、よろしいでしょうか。 

 

どうぞ。 

 

附則の５番ですが、時間が超過した時に徴収するというような事があると

思うのですが、超過というのはどのように把握されているのですか。どこで

どのような立場の方がチェックしていかれるのでしょうか。 

 

 預かり保育の担当職員が、保護者の迎えの時間等をノートに記帳したもの

を確認し、それに基づいて請求させていただくというように考えています。 

 

他にご質問ございますでしょうか。 

 

質疑等ないようですので、次の議題に入ります。 

報告第１１号 平成２７年度の四條畷市教育委員会点検・評価 について、

事務局から本件の内容説明をお願いいたします。 

 

平成２７年度の四條畷市教育委員会 点検・評価 について、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定に基づき、点検・評価の

結果に関する報告書を作成したため、報告するものでございます。 
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森田教育長 

 

お手元の報告書の３ページをご覧ください。教育委員会の点検評価につき

ましては、平成１９年６月に改正された地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第２６条により、「教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理

及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作

成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない」とあり、

本市では、平成２４年度実施事業分から、点検及び評価を行うにあたり、大

阪教育大学特認教授 島善信先生、京都女子大学教授 岩槻知也先生に外部

評価者として評価・助言をいただいています。 

平成２７年度の四條畷市教育委員会点検・評価につきましては、７月２１

日に第１回会議を、８月１８日に第２回会議を開催し、先生方にご意見、ご

指摘をいただき報告書を作成しております。点検・評価の対象といたしまし

ては、四條畷市の教育の大綱である教育振興ビジョンから主要な施策となる

ものを選定し、平成２７年度の事業等の取り組み状況を対象としています。

また、前年度にご指摘いただきました、市民目線で分かりやすい文章をここ

ろがけ、専門的な言葉には注釈等の掲載。各事業の予算額・決算額見込みに

ついて、継続的に点検を行うため、年度別に掲載できるものについては掲載

すること。また、昨年度、先生方からいただいた個別の指摘事項に注意し作

成を行いました。 

次に、点検・評価報告書について、前年度からの変更点をご説明いたしま

す。評価シートにつきましては、今年度の会議において、全体的にご指摘い

ただきました、数字化による表の作成、注釈の内容の充実、評価の根拠など

を追記しています。その他に、報告書１ページ目に、四條畷市教育委員会の

全体的な取り組みを掲載、２ページに平成２７年度の主な取り組みを抽出し、

平成３２年度の学習指導要領の全面改訂に向け、市の方向性等を掲載させて

いただいています。また、７ページ（４）教育委員の主な研修及び活動につ

いて、前年度までは表のみの表記でしたが、今回は文章にて説明書きを掲載

させていただきました。１４ページ以降の各シートにつきましては、後ほど

ご覧いただきますようにお願いいたします。 

次に、別添の外部評価者の意見・助言等をご覧ください。島教授につきま

しては、全体と学力向上における個別のご意見をいただいています。岩槻教

授につきましては、主に社会教育における個別のご意見をいただいています。

特に、島教授からは、２０２０年問題、平成３２年度のことですが、この重

要性を今後の教育委員会の全体的な課題として意識づけるように、とのご意

見をいただいています。平成２８年度につきましては、両先生からいただい

たご意見を参考に事務等を実施いたしまして、次年度につきましても今後、

教育委員会で行う事業について点検・評価を行っていきたいと考えています。

以上です。 

 

ありがとうございました。本件について、何かご質問等ありますか。 
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原委員 

 

森田教育長 

 

原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

河上教育環境整備室上席

主幹兼学校教育課人権教

育・教科指導担当課長 

 

 

 

 

 

 

 

原委員 

 

 

 

 

 

 

河上教育環境整備室上席

主幹兼学校教育課人権教

育・教科指導担当課長 

 

 

 

 

阪本教育総務課長 

 

森田教育長 

よろしいでしょうか。 

 

原委員、どうぞ。 

 

島先生の個別助言の８番ですが、「乳幼児教育保育アクションプランとは何

か」という質問に対する答えが、「特に幼稚園や保育園に通園する乳幼児を対

象とした幼児教育を推進するための計画です」という一行で表されていてい

ますが、アクションプランはちゃんとスタートして、部会も何回かされてい

て、現場と有識者及び所属長が別々に計画を進められているかと思いますが、

まだ１年経ってないけれど、実際の手ごたえというか、プランと実施した積

み上げとが果たして幼児教育を推進するためのプランに終わらず、実のある

ものが望めそうでしょうか。 

 

今年度中にプランを作成するということで、今実際に学校現場や保育現場

でやっていただいていることを出し合って、それぞれ何を継承していくか、

何を変えていくかというのを話し合っているところです。同時並行で、幼保、

小学校の先生方に来ていただいて合同の研修もさせていただいています。そ

の中で、０歳から１５歳まで一本しっかり通して教育をしていこうとベクト

ル合わせをしているところです。これが実際に活きてくるのは、来年度以降

になると思いますが、今までそれぞれがやっていたものを一本通してやって

いかないといけないという意識合わせができているという実感は生まれてい

ます。 

 

ありがとうございます。 

その前の７番②で「幼保から小への引き継ぎについての意識のずれについ

て具体的に」と書かれていて、このずれが一言で言えば担任がまだ決まって

いないことによる引き継ぎの時期的なものだけにとどまっているようだった

ので、もっと多面的に考えていただけたらと思いました。目線が現場からず

れているような印象を受けました。 

 

点検評価の会議の時に、外部評価者の方とはいろんなやりとりをさせてい

ただいて、抜粋の意見を記載していますが、実際の取り組みについては、十

分、外部委員の方の理解も得ているという状況です。あわせて、現在、系統

性のある支援研究事業でも幼保小中高の引き継ぎという事も研究しています

ので、その中では、意識のずれはあるけれども内容・中身・時期など様々な

観点で検証しており、それは来年には必ず活きてくると思っています。 

 

はい、よろしいでしょうか。 

 

教育総務課長、どうぞ。 
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阪本教育総務課長 

 

 

 

森田教育長 

 

原委員 

 

 

 

 

 

 

 

坂田教育部長 

 

森田教育長 

 

坂田教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原委員 

 

 

坂田教育部長 

 

 

私の説明不足で申し訳ありません。只今、河上課長から説明のあった内容

については、５７ページに掲載しています。（内容読み上げ）以上でございま

す。 

 

ありがとうございました。 

 

平成２９年度から、あおぞら幼稚園がいわゆる認定こども園になるので、

担当課が子ども政策課ということは、乳幼児の部分は教育委員会ではなく市

長部局になると思うのですが、教育委員会がまったく切り離されるのでしょ

うか。教育基本法で学校のまず最初に幼稚園と規定されているので、まった

く関係なくなる訳でもないと思うのですが、子ども政策課に集中してしまっ

て良いのでしょうか。今後の幼児教育の在り方を教えていただけたらと思い

ます。 

 

はい、よろしいでしょうか。 

 

坂田教育部長、どうぞ。 

 

原委員のご意見はごもっともだと思います。これまでも教育委員会の立ち

位置については、試行錯誤を重ねながら、どのように市長部局と連携してい

くかという課題を抱えていました。法改正とあわせて、教育大綱が制定され、

市長部局と教育委員会が一体となって施策を進めていくことで、就学前の子

どもたちを全市的にみていこうとなりました。これまでの保育所は市長部局、

幼稚園は教育委員会ということではなく、一体的、全市的にみていこうとい

う方向性に切り替わってきたと思っています。その中でも、これで良いのか

と、常に課題が生じた時には検討を積み重ねてきたところですが、従前から、

幼児教育は小学校教育にも繋がる重要な土台作りの場であると、教育委員会

事務局としても認識しており、しっかり連携しながら推進していきたいとい

うスタンスに変わりはありません。 

縦割り行政ではなく、連携をしながら、視点は本市の就学前の子どもたち

をどのように、子育て支援や幼児教育を含めて、全市的に展開していくのか

を意識をしながら、進めていきたいと思っています。これからも、様々なお

立場からのご意見をいただきたいと思っているので、よろしくお願いします。 

 

現場はこのまま両方にまたがってやっていったら良いということでしょう

か。 

 

認定こども園となりますと、所管はやはり子ども政策課になります。しか

し、そこにあるソフト事業・内容については教育委員会と密接な関係性があ
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原委員 

 

森田教育長 

 

山本教育長職務代理者 

 

森田教育長 

 

山本教育長職務代理者 

 

 

 

 

 

 

坂田教育部長 

 

 

 

 

 

 

森田教育長 

 

森田教育長 

 

 

りますので、そこは連携をしていくということでございます。所管を聞かれ

ると、市長部局の所管になりますが、教育の視点というのを注入するために

は教育委員会もしっかりと関与していかなければいけないと考えています。 

 

分かりました。ありがとうございました。 

 

他に、何かございますでしょうか。 

 

はい、よろしいでしょうか。 

 

どうぞ。 

 

評価者の意見・助言をざっと見ますと、評価されている例えば島先生の８

番の「特に力を入れていると感じた項目が５項目あります」ということで、

評価されているところはこの資料を見て分かるのですが、課題だと思われて

いる部分がよく見えてこないです。シートや報告書の作り方などの指摘はあ

りますが、本市の教育全体を見てもらって、どこが課題なのか、どう取り組

んだら良いとか、全体を見て何か意見は述べられましたか。 

 

 島教授から、全体的な総括ということで、具体的な意見ではありませんが、

問題提起はされたと思います。先ほどありました２０２０年問題、国の要領

改定によって、学校教育現場が大きく変化していくということをしっかりと

見極めながら、今後の事業展開をすべきであるということを問題提起されま

した。現在の事業と、今後、将来的に国が推し進めようとしている事業との

整合について検討する必要があるということかと思います。 

 

他に何かございますでしょうか。 

 

それでは、以上で、本日予定の案件の審議は、すべて終了しました。 

これをもちまして、定例会を閉会いたします。どうもお疲れさまでした。 

  

 

上記会議の顛末を記載し、その相違ないことを証するためここに署名する。 

 

      平成２８年１０月２６日 

 

四 條 畷 市 教 育 長   森田 政己 

 

四條畷市教育委員会 委 員   山本 博資 


